
特定非営利活動法人

東亜天文学会

2021年度

オンライン年会

2021年11月21日

10:00-17:00@zoom

竣工直後(1929年）の京都大学花山天文台



諸注意事項

本日はご参加いただきありがとうございます。

以下の諸注意事項をお守りください。

・アカウント名（名前）は本名にしてください。

・「マイク」はミュートにしてください。

画面左下にある アイコンがあればミュートです。

の状態の場合、このアイコンをクリックすると、 に変わります。

・「ビデオを開始する」と表示した状態にしてください。（ビデオを停止する）

画面左下にある アイコンがあれば、ビデオは停止しています。

の状態の場合、このアイコンをクリックすると、 に変わります。

・ご質問やご意見はチャットに書き込んでください。

・本会議は記録のため録画させていただきます。ご了承ください。



１．時間割

10:00 開会式 理事長挨拶、実行委員長挨拶、諸注意 など

10:15 表彰式 受賞者紹介、賞状・副賞披露、受賞者インタビュー、コメント披露 など

10:40 記念撮影

10:45 記念講演

「京都大学花山天文台と東亜天文学会」

前京都大学花山天文台長・京都大学名誉教授 柴田一成 氏

12:00 昼休み

13:00 研究発表

16:45 閉会式 事務連絡 など

17:00 年会終了

18:00 オンライン懇親会開始

19:00 オンライン懇親会終了



２．表彰 2020年度

以下の各位が受賞されました。おめでとうございます。

・天体発見賞

板垣公一氏 超新星 SN 2019fva、他14個

上田清二氏 矮新星 TCP J00590972+3438357

金子静夫氏 新星 Nova Sct 2019

小島正氏 新星 Nova Sct 2019、他4個

中村祐二氏 新星 Nova Sco 2019、他1個

西村栄男氏 新星 Nova Sco 2019、他7個

藤川繁久氏 新星 Nova Ori 2019

西山浩一氏 新星 Nova Sct 2019

椛島富士夫氏 新星 Nova Sct 2019

山本稔氏 新星 Nova Sct 2019、他1個

櫻井幸夫氏 新星 Nova Sgr 2020

岩本雅之氏 彗星 C/2020 A2 (Iwamoto)



３．表彰 2021年度

以下の各位が受賞されました。おめでとうございます。

・山本一清記念学術奨励賞

山村秀人氏 移動観測を含めた精力的な掩蔽観測

冨岡啓行氏 長年にわたる小惑星による掩蔽観測

井田三良氏 長年にわたる小惑星による掩蔽観測

・天体発見賞

板垣公一氏 超新星 SN 2020gdw、他8個

広沢憲治氏 矮新星 PQ And = Nova And 1988再増光の発見

上田清二氏 新星 Nova Per 2020

小島正氏 新星 Nova Sco 2020

西村栄男氏 新星 Nova Sco 2020、他3個

藤川繁久氏 新星 Nova Sgr 2020 No.3

金子静夫氏 新星 Nova Sgr 2021

中村祐二氏 新星 Nova Cas 2021、他3個



４．感謝状 2021年度

長年にわたるご協力に対し、感謝状を贈ります。

長谷川通子 様

藪生栄 様

株式会社アストロアーツ 様

株式会社五藤光学研究所 様

コニカミノルタプラネタリウム株式会社 様

有限会社とみた 様

株式会社西村製作所 様

株式会社ビクセン 様

株式会社エルデ光器 様

協栄産業株式会社 様

学校法人松山学園 松山認定こども園 星岡 様



５．感謝状 永年会員（50年以上在籍）

50年以上会員を継続されている各位に感謝状を贈ります。（計７０名）

北海道：阿部春樹氏

東北：板垣公一氏、大場興志男氏、鈴木徳実氏、田中政明氏、藤井旭氏

関東：薗部勝一氏、早川和見氏、小関正広氏、大金要次郎氏、唐崎秀芳氏、佐藤明達氏、佐藤達雄氏、佐藤利男氏、

蓮尾隆一氏、平林勇氏、堀内昭門氏、石橋力氏、佐久間精一氏、塩田和生氏、品川征志氏、服部通代氏

中部：中島孝氏、藤森賢一氏、浅野徳雄氏、池谷薫氏、小和田稔氏、月光天文台、西村栄男氏、伊賀正夫氏、長谷部孝男氏、

古田俊正氏、名古屋市科学館、米津正次氏、鈴木美好氏

近畿：近江神宮社務所、井田三良氏、井上猛氏、篠田皎氏、上田昌良氏、斎藤正博氏、藤原康徳氏、宮島一彦氏、鷲真正氏、

明石市立天文科学館、入江良一氏、大西道一氏、北尾浩一氏、栗栖茂氏、河野健三氏、菅野松男氏、住谷秀夫氏、

多胡昭彦氏、松本達二郎氏、三上孝夫氏、森口栄一氏、永島和郎氏、田阪一郎氏、若松孝宜氏、山田義弘氏

中国：香西洋樹氏、横田隆則氏、山本鼎氏

四国：小島茂美氏、藤川繁久氏、関勉氏

九州：郷原恒文氏、原口孝昭氏、浦田正富氏、中馬辰紀氏

※天界 2021年2月号 P.76に掲載されています。



６．表彰 賞状およびトロフィー 山本一清記念学術奨励賞

賞状 副賞：トロフィー



７．表彰 賞状およびトロフィー 天体発見賞

賞状 副賞：トロフィー



８．感謝状

感謝状



９．受賞者コメント 山本一清記念学術奨励賞

山本一清記念学術奨励賞：冨岡啓行氏

これまでの私の小惑星のよる恒星食の観測記録を見直すと、私の記録では83星の観測に成功しているはずです。

年齢的に天体観測も限界に来て、老害にならないようにどこまで頑張れるか、

またこのような自己研鑽の楽しみは老いを先に延ばしてくれています。

「長年、小惑星による掩蔽観測を行われ、その観測技術と努力は他の観測者にとって模範となるものであり」と言うことならば、

ありがたいことと感謝申し上げます。

山本一清記念学術奨励賞：井田三良氏

今回は「山本清一記念東亜天文学会学術研究奨励賞」をありがとうございます。

小惑星による掩蔽は1978年から観測していまして43年目になります。

日本全国に仲間がいて、皆さんからの刺激があって今まで続けられたのではないかと思っています。

これからも、仲間と共に小惑星による掩蔽観測を続けていきたいと考えております。

今回いただく「山本清一記念東亜天文学会学術研究奨励賞」ははげみになります。

ありがとうございます。



10．受賞者コメント 天体発見賞

天体発見賞：板垣公一氏

今年もたくさんの発見賞を戴きまして誠にありがとうございます。

月日の経つのは早いもので星探しを始めてから半世紀もの歳月が過ぎてしまいました。

来年は“後期高齢者”の仲間入りですがこれからも新天体の出会いを夢見て捜索を楽しみたいと思います。

天体発見賞：櫻井幸夫氏

Nova Sgr 2020の独立発見について「天体発見賞」をいただけるとのこと、感謝申し上げます。

残念ながら当日は、町内会の集まりと重なってしまったため出席できません。ご盛会をお祈りいたします。

天体発見賞：小嶋正氏

2019年度及び2020年度の歴史ある東亜天文学会天体発見賞を授かることとなりまして、大変光栄に存じます。

私たちアマチュア天文家にとりましても、これは大きな励みとなっております事は間違いありません。

このような機会を与えていただいた、山田理事長様をはじめ、関係各位の皆様に心よりお礼を申し上げたいと思います。

最後に、東亜天文学会の更なるご発展を祈念し、結びとさせていただきます。

天体発見賞：山本稔氏

この度は「天体発見賞」受賞につきまして、心より感謝申し上げます。

栄誉ある賞で、大変光栄に思っております。この受賞を励みに今後も一層精進したいと思っております。

本来なら、オンライン年会に参加させていただき、関係者皆様に御礼を申し上げるところですが、当日は都合があって参加できません。

申し訳ありませんがその旨よろしくお伝えください。

末筆になりますが、本学会の成功と益々の発展を祈念しております。



11．受賞者コメント 天体発見賞（続き）

天体発見賞：西村栄男氏

オンラインで出席できませんのでよろしくお願いします。

大した発見もないのにいつも表彰をいただきありがとうございます。

また、「天界」にも掲載いただいていることで励みになっております。

コロナが収まり、皆様とお会いしお話ができることを楽しみにしております。

OAAの発展と会員皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

天体発見賞：椛島富士夫氏

ＰＣにオンライン装置が無く、残念ですが参加できません。

コロナ禍で動くことも出来ない状況ですので小惑星で九州関係の調査しているのが現状です。

天体発見賞：岩本雅之氏

このたびは、彗星C/2020A2（Iwamoto)の発見に関し、「天体発見賞」表彰のお知らせをいただき、誠にありがとうございます。

とても嬉しく思いますとともに、東亜天文学会に対し感謝申し上げます。

これを励みとして、新たな未知の彗星を求めて頑張っていきたいと思います。

「オンライン年会」には出席できませんが今後ともどうぞよろしくお願いいたします。



12．受賞者コメント 永年会員（50年以上在籍）

感謝状：藤井旭氏

1956年のアレンド・ロラン彗星の頭部からのびるアンチ・テイルの観測についての報告に、

山本一清先生からお返事をいただいて以来の会員ですから65年もOAAに在籍させていただいていることになり、

あらためて驚かされております。それもこれも星好きの皆様の支えがあってのことと、ありがたくお礼申し上げます。

感謝状：池谷薫氏

当時19歳の私が、初めて彗星を発見（池谷彗星＝C/1963 A1）してから60年近くの歳月が経ちました。

その後、池谷・関彗星、池谷・村上彗星などを見つけてこられたのは、ひとえに東亜天文学会の諸先輩方のお陰です。

会に貢献してない私としては、この度の在籍50年以上の会員への感謝状の授与を大変嬉しく思います。



13．記念撮影

・記念撮影の画像は、天界および東亜天文学会ウェブサイトに掲載する場合がございます。

あらかじめご了承ください。

・記念撮影に先立ち、「ビデオを開始する」にしてください。

画面左下にある アイコンをクリックすると、「ビデオ」が開始され、ご自身の顔が画面に映ります。

ただし、顔出しNGの方はビデオオフで結構です。

・記念撮影は、ホストより画面をキャプチャーすることにより行います。

・記念撮影後、「ビデオを停止する」にしてください。

画面左下にある アイコンをクリックすると、「ビデオの停止」になります。

（ホスト側より案内します。）

・記念撮影時間に離席されている場合、ビデオオフの画像となり、ご自身の顔は記念撮影画像に反映されません。

ご了承ください。



14．記念講演

「京都大学花山天文台と東亜天文学会」

前京都大学花山天文台長・京都大学名誉教授 柴田一成 氏



15．柴田一成 氏 プロフィール

宇宙物理学者・理学博士 京都大学名誉教授 同志社大学特別客員教授

一般財団法人 花山宇宙文化財団 理事長

1954年生まれ 大阪府出身

京都大学理学研究科附属天文台長（15年間） 京都大学宇宙ユニット長 日本天文学会長を歴任 東亜天文学会会員

2001年 「宇宙ジェット・フレアにおける基礎的電磁流体機構の解明」により、日本天文学会林忠四郎賞を受賞

2019年 「太陽及び宇宙電磁流体力学における先駆的かつ独創的な貢献」により、

アジア太平洋物理学連合プラズマ物理学分科会よりチャンドラセカール賞を受賞

2020年 「太陽及び宇宙における磁気プラズマの特性や振る舞いに関する極めて優れた研究成果」により、

アメリカ天文学会太陽物理学分科会よりヘール賞を受賞

2020年 Shibatakazunari：小惑星に自身の名前が命名された（IAU/MPC, 2020 JUN. 3）

著書は『太陽の科学』、『とんでもなくおもしろい宇宙』ほか多数



16．研究発表

１．江戸時代の流星情報の伝播・秋田の1704年流星の場合/渡邊美和氏

２．堺・正覚寺須弥山碑と橘堂流情の須弥山儀について/吉田薫氏

３．天と地を切り開いた男・長久保赤水/川口和彦氏

４．天体望遠鏡博物館と歴史的展示物/白川博樹氏

５．すまる・むつら・むりぶし考/北尾浩一氏

６．OAAの光害防止活動/内田重美氏

７．Hα光による太陽観測/岡村修氏

８．直近１年間の地球接近天体/今谷拓郎氏

発表:12分 質疑応答:3分

質問・ご意見のある方はチャットに書込みをお願いいたします。



17．次回開催地

来年度の年会は、鹿児島県天文協会のご協力で開催します。

開催時期・場所等は天界やOAAウェブサイトで案内します。

ぜひ、ご参加を検討ください。



18．オンライン懇親会

オンライン懇親会は、このZoomにて

18:00-19:00

に開催します。

ご都合がよろしければお気軽にご参加ください。

パソコン・スマホの前で飲みながらの参加もOKです。


